
卒業研究中間発表会

研究所には原子力に関する6つの部門があります。
①原子炉物理学部門：新型原子炉の設計や評価方法の研究
②原子炉熱水力部門：プラントの安全に関わる熱と流れとその応用技術の研究
③原子炉燃材料部門：原子炉の燃料や材料の照射挙動と健全性の研究
④原子炉構造システム・廃止措置部門：原子力施設のシステム安全と廃止措置
の研究

⑤原子力防災・危機管理部門：原子力防災「今の問題」解決に挑戦

⑥国際交流・人材育成推進部門：海外の機関との交流を
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工学部機械・システム工学科原子力安全工学

コース４年生による卒業研究中間発表会が10月

21日に実施され、各自の卒業研究の内容と進捗

状況についてのポスター発表が行われました。

参加した25名の学生は、簡潔な説明やポスタ

ーの見やすさなどを意識しながら工夫して発表

するとともに、教員からの質問を受け、それぞ

れの研究の課題を発見していました。

この発表会を通して、

自分の研究に対する理解

度を再確認し、2月の最

終発表に向けて研究を進

めていくための助言を得

ると同時に、発表のスキ

ルを磨く機会となりました。

名 前：Van Rooijen,Willem Frederik Geert
（ファン ローイエン ウィレム フレデリック ヘールト）

出身地：オランダ ハールレム市
趣 味：バイク、音楽鑑賞、オーディオ（特にスピーカー

に興味がある）、漢字の練習、哲学と仏教の勉強
好 物：天下一品
研究テーマ：原子炉の設計と原子炉の解析：数値計算、

原子炉の理論の研究開発
座右の銘：(仕事)「数学は考えない方がいい」

(人生)「やってみないと分からない」

私は「数学」を「道具」として原子核と
中性子の小さな世界を学び、原子炉という
機械はある程度で理解できるようになった
と思います。しかし、この世の中に数学を
使っても理解できない現象はいっぱいある
ので、「哲学」を「道具」として、毎日、
人間とは何か、人生でどうすればよいか、
学んでいます。人生は短いので、一日の時
間を有効に使いましょう。

10月23日～27日ベトナムの4大学2機関から学生と研究者を招へいし「令和4年度さくらサイエンス

プログラム」を実施しました。コロナ禍ということもあり招へい者が実際に日本まで来られるのか懸念

もありましたが、学生、研究者等併せて16名が無事来所し、特別講義・基礎実験の体験、施設見学等を

行いました。また、原子力工学を学ぶ学生との意見交換や敦賀市内の高校生との交流も行いました。参

加者からは「日本の文化や技術を体験し非常に勉強になった。また機会があれば学びに来たい。」や

「学生にとって非常に貴重な体験になった。今後よりいっそう協力して研究をする機会が増えることを

願っている」など、ベトナムとの交流の発展が期待される意見が寄せられました。研究所としても、ベ

トナムからの留学生・研究者が増えることを期待しています。

～ベトナムの学生・研究者が来所・交流しました～

学生との実験の様子 原子力環境監視センター見学 高校生との交流の様子

□■□■□原子力に関すること、また研究所に対するご質問等がありましたらお気軽にＨＰからどうぞ！□■□■□

プロフィール

★ NEWS ★

ベトナムの学生・研究者が来所・交流しました

研究所行事のご案内（ホームページでもお知らせしています）

■ 2023年2月11日（土）13時～16時 学生と考える原子力防災『令和４年度原子力総合防災訓練報告会』

ハイブリッド（会場+ZOOM) で開催します。定員：会場50名 ZOOM50名 市民の皆さまご参加ください。

Information

今回は、原子炉物理学部門のローイエン准教授をご紹介します。


